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2.10
2012 年 No.760

『 感動を  舞台で魅せる  希望の輪 』

主な内容

1 月 29 日（日）「第 15 回 奥内歌舞伎新春公演」開催
　今年は、震災復興支援のため奥内歌舞伎保存会員を含む市職員 2名が派遣されている宮城県

東松島市の伝統芸能「大曲獅子舞」支援として開催されました。会員一同の思いから、例年奥内

歌舞伎の運営や後継者育成などに賄われている「育みの箱」に寄せられた支援金は、震災を乗り

越えようと奮闘している大曲獅子舞保存会へ全額寄付されるとのことです。（写真は「笠松峠」）

◇ 【連載】電気自動車製作企画⑩ ほか … 13 p
◇ むつ市情報ポケット … 14 p 〜 16 p
◇ お元気ですか！保健コーナー … 17 p
◇ ある日、どこかで… … 18 p 〜 19 p
◇ 市内中学生が姉妹都市会津若松市へ … 20 p

◇ 第 42回 むつ市かきぞめ大会 … 2 p 〜  3 p
◇ エリアマネジメント活動計画（案） ご意見を募集 ほか … 4 p 〜  5 p
◇ 3.11津波避難・情報伝達訓練 ほか … 6 p 〜  7 p
◇ 雪による事故にご注意を！ ほか … 8 p 〜 11 p
◇ 家庭でできるきれいな川づくり ほか … 12 p

か ぶ き
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第 42 回 むつ市かきぞめ大会
　1月7日（土）、むつ市内の小・中学生を対象とした『第42回むつ市かきぞめ大会』が開催さ

れました。市内全域から235名の児童・生徒が参加し、元気いっぱいに腕を競い合いました。

　その中から、特選・準特選に入賞された方を紹介します。入賞されたみなさん、おめでとう

ございました。（敬称略）
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○指定管理期間…平成 24 年 4 月 1 日〜平成 27 年 3 月 31 日（3 年間）

施設の名称 指定管理団体および代表者氏名

むつ来さまい館・むつ下北観光物産館・むつ市イベント広場 むつ商工会議所 会頭 關 實

むつ市心身障害者ふれあいの家 特定非営利活動法人アックス工房 理事長 三上 十喜雄

むつ市海と森ふれあい体験館 特定非営利活動法人シェルフォレスト川内 理事長 五十嵐 健志

大畑中央公園・むつ市兎沢スキー場 財団法人むつ市教育振興会 理事長 新山 　剛

むつ市奥薬研修景公園・むつ市営薬研温泉露天風呂 大畑町商工会 会長 越後林 達巳

むつ市大畑木材工芸センター 大畑ヒバ工芸研究会 会長 畑中 淺雄

脇野沢瀬野牧野・脇野沢滝山牧野・脇野沢源藤城牧
野・むつ市営瀬野畜舎・むつ市営滝山畜舎・むつ市
営源藤城畜舎・むつ市脇野沢いのししの館・むつ市
脇野沢体験農園・むつ市脇野沢リフレッシュセンター
鱈の里・むつ市脇野沢野営場 

社団法人むつ市脇野沢農業振興公社 理事長 中嶋 達朗

〈案の閲覧場所・方法〉 

・市都市建築課　・まちの駅七福（柳町 1-6-2）

・市ホームページ

〈意見受付期間〉 2 月 21 日（火）～ 3 月 5 日（月）午後 5 時

〈意見提出方法〉 

郵送・FAX・E メールいずれかの方法でご提出ください。

　市では、田名部地区中心市街地において、市民、事業者、地権者等が中心となり、街の魅力や活力の維持・

向上を通じた持続可能なまちづくりやにぎわいの創出を展開していくために、エリアマネジメント支援事業

を実施しています。これは、人口減少・超高齢社会の到来、空洞化の進展等の課題がある中で、中心市街

地を生活空間として成立させながら、目指す街の姿や実現するための方法等をみなさまと一緒に検討しな

　市では、平成 2年より導入している住民基本台帳システムを更新し、2月20日（月）より新システムでの運用が開始
されます。運用開始に伴い、住民票の様式が一部変更となります。
　様式変更に伴い、システム移行前の転居等の履歴が必要な方は、現在住民票とは別に改製原住民票と2通取得して
いただかなければならない場合もありますので、詳しくは窓口へお尋ねください。

住民票の様式が変わります
住民基本台帳システム更新のため 2月 20 日（月）より

平成24年度エリアマネジメント活動計画（案）
みなさまのご意見を募集

〈問合せ・意見提出先〉
市都市建築課エリアマネジメント支援事業担当

〒 035-8686 むつ市中央 1-8-1

( 22-1111 内線 2742　   22-9718
+ mt-toshiken03@city.mutsu.lg.jp

市ホームページ: http://www.city.mutsu.lg.jp/

第 4 回 田名部まちなか再生

ワークショップ開催

　まちなか再生のために、あなたのご意見をお待

ちしています。ぜひご参加ください。

〈い　つ〉 2月23日（木）午後2時～4時（終了予定）

〈どこで〉 まちの駅七福 2F 七福ホール

平成 24 年 4月からの指定管理者決定

○指定管理期間…平成 24 年 4 月 1 日〜平成 29 年 3 月 31 日（5 年間）

施設の名称 指定管理団体および代表者氏名

むつ市介護老人保健施設やげん 医療法人章士会 理事長 三上 史雄

〈詳しくは〉市総務課行革推進担当(22-1111 内線 2122

（写真左）世帯票形式（A4 縦）
1 枚に 4 名まで記載。通常はこちらを発行し
ます。

（写真上）個人票形式（A4 横）
1 枚に 1 名分記載。住所履歴等が必要な場合。

◆旧システムと新システムとの主な変更点

旧システム 新システム

世帯員表示 1 枚につき 4 名まで記載されます。 変更なし

基本事項 住所、氏名、性別、生年月日 変更なし

追加事項
「続柄、世帯主」、「本籍、筆頭者」を
希望に応じて記載されます。

変更なし

住所の履歴 最大 3 つ前まで記載されます。 1 つ前のみ記載されます。

※住所の履歴が必要な場合
2 つ前以前の住所が必要な方は、申請
書にご記入ください。この場合、「A4
横型」の個人票になります。

システム更新前の転居等の履歴が
必要な方

現在住民票とは別に、改製原住民票の
取得が必要な場合あり。

フリガナ 記載されます。
住基法の証明項目にないため、記載さ
れません。

　なお、申請方法や手数料（1 通 300

円）に変更はありません。

　ご理解とご協力をお願いします。

がらまちづくりに取り組むものです。

　このたび実施しました市民ワークショップやアン

ケートの結果を基に、平成 24年度エリアマネジメン

ト活動計画（案）を作成しましたので、案に対する市

民のみなさまからのご意見を募集します。

　また、案の説明および検討を行なっていただく機会

として、「第 4回田名部まちなか再生ワークショップ」

を開催しますので、ぜひご参加ください。

〈詳しくは〉
市市民課窓口サービス担当

 (22-1111 内線 2413
各庁舎市民福祉課

川内庁舎　   (42-2111
大畑庁舎　   (34-2111
脇野沢庁舎(44-2111
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〈詳しくは〉市防災政策課(22-1111 内線 2133

『3.11 津波避難・情報伝達訓練』
3 月 11 日  市内は津軽海峡沿岸地域・陸奥湾沿岸地域で実施

【3.11 津波避難・情報伝達訓練予定表】

訓練項目等 時　間

・訓練開始（地震発生） 9:30

・情報収集・伝達訓練

・地震発生広報

・大津波警報発令（太平洋沿岸）

・津波警報発令（陸奥湾沿岸）

・災害対策本部設置・運営訓練

・避難指示発令（津軽海峡沿岸地域）

　※避難指示サイレン吹鳴・広報

・避難勧告発令（陸奥湾沿岸地域）

　※避難指示サイレン吹鳴・広報

・住民避難訓練

　（津軽海峡沿岸・陸奥湾沿岸地域）

　※高台、高台にある学校のグラウンドなどに避難

・避難所開設・運営訓練

　（津軽海峡沿岸・陸奥湾沿岸地域）

　※開設した避難所に訓練参加住民は避難

9:30 ～

9:31 ～

9:33

9:33

9:45 ～

9:45

9:45 ～

9:45

9:45 ～

9:45 ～

10:00 ～

・訓練終了 11:00

〈い　つ〉 3 月 11 日（日） 午前 9 時 30 分～ 11 時

〈どこで〉 市内津軽海峡沿岸地域および陸奥湾沿岸地域、市役所本庁舎ならびに各庁舎

〈対　象〉 市内津軽海峡沿岸地域住民および陸奥湾沿岸地域住民

　市では、東日本大震災から1年を迎える3月11日（日）に、津波に関する住民の理解と関心を深め、防災意

識の向上を図り、東日本大震災の記憶を風化させないとともに、市の初動体制を確認、検証することを目的に

「3.11津波避難・情報伝達訓練」を行います。この訓練は、青森県および県内沿岸 22市町村が実施するもので、

市では津軽海峡沿岸地域および陸奥湾沿岸地域の住民を対象として、防災行政用無線放送や広報車による広

報、避難所開設訓練を実施します。

　昨年 3月11日に発生した東北地方太平洋沖地震では、東北地方を中心に甚大な被害を受けましたが、震災

以外にも日本各地で大きな災害が発生し、多くの住民が被害に遭われています。今回の訓練は、対象地域に

お住まいの住民のみなさまにぜひともご参加いただき、災害時の初動のあり方を考えていただくとともに、参

加して感じたことなどを行政側に提言していただき、防災対策に反映させることも目的としています。

　訓練は次の内容で行う予定であり、訓練への参加をお願いする町内会のみなさまには、別途ご案内しますの

で、該当地域の町内会のみなさまには訓練参加へのご理解とご協力をお願いします。また、訓練では市内全

域に訓練実施に関する放送ならびに津軽海峡沿岸地域および陸奥湾沿岸地域に、数回にわたり訓練放送が行

われますので、放送内容をご確認のうえ行動していただくようお願いします。

※ご参加いただく町内会のみなさまには、2 月15日（水）

までに別途案内を送付します（参加は任意）。案内が

送付されなかった町内会で、住民避難訓練への参加

を希望される町内会がありましたらご連絡ください。

〈訓練内容〉 

○災害想定

　3 月 11 日（日）午前 9 時 30 分に、青森県東方沖を震

源とするマグニチュード 9.0 の地震が発生し、むつ市

では震度 5 強を観測した。

　この地震により、太平洋沿岸に大津波警報、陸奥湾

に津波警報が発令され、津波による被害も危惧される

状況である。

○避難訓練

　太平洋沿岸への大津波警報、陸奥湾沿岸への津波警

報発令にともない、市では防災行政用無線放送による「サ

イレン吹鳴」および「避難指示・避難勧告」を放送、サイ

レン音を確認した住民は津波被害を受けないと判断する

高台に避難していただきます（予想津波高は後ほどお知

らせします）。その後、「避難所開設」を防災行政用無線

放送にて周知しますので、高台に避難した住民は、最寄

りの開設された避難所に自ら避難していただきます。
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平成 24 年度

むつ市特別支援教育支援員募集

〈勤務先〉 第二田名部小学校　ことばの教室

〈業務内容〉 

ことばや社会性の発達に対する指導および適応指

導・教育相談等

〈採用予定人数〉 3 名

〈資　　格〉 次のうち、いずれかの資格を有する方。

・保育士（療育指導実務経験者）

・教員（盲・聾・養護学校教諭の資格を有する方または特

別支援教育実務経験者）

・言語聴覚士

・保健師（特別支援教育の研修受講経験者または療育実務経験者）

〈申込方法〉 随時受付します。

※ 4 月からの任用を希望される方は 2 月 24 日（金）までに

ご登録ください

〈面接日等〉 3 月 4 日（日） 市役所本庁舎にて実施

　※集合時間等詳細は後日連絡します

平成 24 年度 未就学児ことばの教室

療育指導員募集
　市教育委員会では、緊急雇用創出事業を活用し、

平成 24 年度特別支援教育支援員を募集します。

　任用は、面接等により決定し通知します。勤務

条件等の詳細はお問い合わせください。

〈問合せ・申込先〉
市学校教育課

( 22-1111 内線 3133

〈業務内容〉 

多動傾向や介助を必要とするなど特別な配慮を必要

とする児童生徒の学校生活の支援

〈任用予定人数〉 6 名

〈資　　格〉 

次のうちいずれか 1 つを満たす方を優先させていた

だきます。

・学校・幼稚園・保育園・なかよし会等での経験や、

子どもに関わる資格がある方。

・特別な配慮や支援を必要とする方に関わる経験（保

健師・看護師・ヘルパ－等）や資格がある方。

〈申込方法〉 

　ハローワークむつへお申し込みください。

〈申込締切〉 2 月 20 日（月）

〈面接日等〉 後日通知します。

　市では、子どもの健やかな成長を支援するため

に「未就学児ことばの教室療育指導員」の登録者を

募集します。

　任用は、登録者の中から面接により決定し通知し

ます。勤務条件等の詳細はお問い合わせください。

〈問合せ・申込先〉
市健康推進課母子保健担当

( 22-1111 内線 2571
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平成 24 年度 臨時職員登録者募集

〈臨時看護助手の主な業務〉

医療機器の洗浄・滅菌、病棟のシーツ交換、

患者の食事介助・入浴介助、看護師の補助業務

〈申込受付時間〉 午前 8 時 30 分〜午後 5 時 

　※土曜・日曜・祝日および正午〜午後 1 時を除く 

〈申込方法〉 

病院指定の履歴書を本人持参により提出（郵送可）。

〈任用（採用）方法〉 

書類選考で選ばれた方に対し、面接試験を実施します。

なお、一度登録されますと、当該年度末まで臨時職員

希望者として登録されます。

※今年度中に登録された方で、平成 24年度も引き続き登録

希望される方は再度登録していただく必要があります

〈勤務条件〉 

・資格、免許等の有無は問いません

・必要に応じ、早出、遅出、休日等時間外勤務をして

いただく場合があります。

　その他詳細についてはお問い合わせください。 

平成 24 年度 一部事務組合下北医療センター

看護師等修学資金貸与制度希望者募集

〈募集対象〉

看護師または助産師免許取得後、むつ総合病院にてそ

の業務に従事しようとする方で、平成 24 年 4 月より

看護師または助産師学校、大学等の養成施設に入学す

る方

〈選考基準〉

申請書類により志望動機、家族構成、経済状況 等を総

合的に判断し決定

〈貸与期間〉

平成 24 年 4 月 1 日〜貸与される方が在学する養成施

設の正規の修学期間

〈貸 与 額〉 月額 50,000 円

〈募集人員〉 20 名程度

　　　　　 ※今後の退職予定者数等を勘案し決定

〈募集期間〉 4 月 2 日（月）〜 5 月 7 日（月）

〈提出書類〉

　・修学資金貸与申請書

　・看護師等養成施設の在学証明書

〈貸与金の返還について〉

①養成施設を卒業後 1 年以内に看護師等の免許を取得

し、直ちにむつ総合病院において看護師等としてそ

の業務に就き、修学資金の貸与期間以上勤務した場

合は、全額免除します。

②①に該当する方で、修学資金の貸与期間未満勤務し

た場合は、「従事月数×支給額」を免除し、残額を一

括返還していただきます。

③むつ総合病院に勤務しなかった場合は、貸与全額を

一括返還していただきます。

※修学資金要項、申請書類は、むつ総合病院総務課で

配付しています。

　一部事務組合下北医療センターでは、看護師および助産師の

充足を図ることを目的として、将来「むつ総合病院」で看護師ま

たは助産師としてその業務に従事しようとする方で、平成 24年

4月から養成施設に入学する方を対象に、修学に必要な資金を

貸与する制度を実施します。

〈問合せ・申込先〉
むつ総合病院総務課人事係　〒035-8601むつ市小川町1-2-8

( 22-2111内線 3221（臨時職員登録）・3873（修学資金）

City Information（２０１２年・第７６０号）

職　　種 勤務時間 賃金日額 主な休日

臨時事務補助・臨時医療事務 8:15 〜 17:00 日額 5,611 円 土曜・日曜・祝日

臨時看護助手
8:30 〜 17:15（病　棟）
8:15 〜 17:00（外来等）

日額 6,913 円 土曜・日曜・祝日
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　軽自動車税は毎年 4月1日の所有者に課税されますが、４月１日まで

に手続きが完了されないと、所有していないにもかかわらず課税された

り、所有者が変わったにもかかわらず古い所有者に課税されます。

　なお、3月になりますと窓口の混雑が予想されますので、手続きはお

早めにお願いします。

 ◆原付自転車・小型特殊自動車 … 市税務課市民税担当

 　・手続きには、印鑑とナンバープレート（廃車の場合）が必要です。

 　・ナンバープレートを紛失した場合はお問い合わせください。

 ◆上記以外の軽自動車 … 軽自動車協会（(017-739-0441）

  　手続きに必要な書類等については軽自動車協会へご確認ください。

〈詳しくは〉市税務課市民税担当

　市では、毎月の25日から末日までを納税週間として、平

日の窓口業務に加え、夜間および休日に収納窓口を開設し

ています。市税等の納付を受け付けていますので、仕事な

どで日中に金融機関での納付が難しい方はどうぞご利用く

ださい。また、開設中は口座振替加入手続きもできますので、

ご希望の方は通帳とお届け印をご持参ください。

※納税相談および口座振替の受付も随時行なっています

〈開設日時〉

　2 月 25 日（土）〜 29 日（水）　※土曜・日曜を含む

　（平　　　日）・午前 8 時 30 分〜午後 7 時 30 分

　（土曜・日曜 ）・午前 8 時 30 分〜午後 5 時 15 分

〈開設場所〉

　市役所本庁舎税務課

軽自動車（原付自転車・自動二輪・軽四輪車
等）の異動手続きはお済みですか？

暮らしに役立つ

          税 情 報

〈問合せ先一覧〉
市税務課　(22-1111

　　市民税担当　　内線2212〜2215

　　固定資産税担当内線2222〜2225

　　納税管理担当　内線2252・2253

　　収納担当　　　内線2232〜2236

川内庁舎管理課　　(42-2111

大畑庁舎管理課　　(34-2111

脇野沢庁舎管理課　(44-2111

違う？  同じ？

は、「日本人も月～金まで働くのが一般的です。アメリカ人

と同じく 1 日 3 食を食べます。日本にもマックがあります。」

という共通点については勉強しませんでした。アメリカと似

ているところばかり教えられても全く勉強にならなかったと

思います。

　それでも、「違う」ことだけを教えるのは良くないと思う人

はたくさんいます。例えば、宗教や価値観が違うというだ

けで戦争になる事があります。みんなが「同じ」だったら戦争

なんて存在しないと思っている人もいるでしょう。新聞にこ

んな事を書いた外国人も「日本人と外国人はそんなに違わな

い！　同じ人間なのに、何でそんなに国の違いについて語る

んだろう～」と書いていました。

　それでも私は違いについて教え続けたいです。このエッセ

イを書き続けて 5 年以上経ちましたが、もうすでに「違い」に

ついて書くのは大変です。実は非常にネタ切れです。しかし、

アメリカと日本の「同じ」ところを紹介したら、本当に切りが

ないほどたくさんあります。みなさんも私と同じように「違

う」、「違う」と言われているうちに「同じ人間なんだ～」と実

感すると思います。そう信じて、私はこれからも「違い」につ

いて紹介し続けようと思っているので、今年もよろしくお願

いいたします。

　この前、新聞記事で日本に住む外国人が「日本に住めば住

むほど、この国は自分の国と同じだと感じる」と書いてある

のを読みました。その一方で、日本人はアメリカ人との「違

い」について興味を持っている人が多くいると感じます。多

文化共生のアメリカの小学校では白人の人が日本人の生徒

に向かって「何で目が黒いの？」と聞く事は絶対にないと思い

ます。しかし、日本では社会人でも、私に向かって「英語話

せるでしょう！　すごいね！　私は話せないわ～」とわざわ

ざ共通点ではなくて、相違点を話す日本人が多いです。私も

長く日本に住んで「日本人とアメリカ人は同じ人間だな～」と

日常的に思うけど、今でも「納豆は食べれるの？　箸は使え

るの？」と月に 1 回は聞かれます。

　むつ市国際交流推進員である私の仕事は、むつ市を国際

化させる事です。そのために、ラジオで「Cultural Differences 

Corner」というコーナーで日本とアメリカの違いについていつ

も語ったり、このエッセイでも「違い」について書いたりする

事が多いです。小学校に英語を教えに行った時でも、「カタ

カナと英語は違うからアップルと Apple は違う」と教えたり、

動物の鳴き方も国によって違うと教えたりします。

　しかし、長く日本に住んでいる国際交流員やＡＬＴは、こ

ういうふうに「違い」にばかり集中するところが良くないと感

じる人が多いようです。かといって、私は「違い」について教

える事は間違っていないと思います。例えば、私も学生の時

は日本についてたくさん勉強しました。しかし、その授業で

Amy 's  Essay
〜エイミーのヨモヤマ話〜

国際交流推進員 山道エイミー
・・
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む
つ
市
図
書
館
奉
仕
員
募
集

〈
業
務
内
容
〉 

　
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
業
務

〈
採
用
予
定
人
数
〉 

３
名

〈
資
格
〉 

市
内
に
お
住
ま
い
の
、
土
曜
・

日
曜
・
祝
日
に
勤
務
が
可
能
で

か
つ
次
の
要
件
の
１
つ
以
上
に

該
当
す
る
方
。

・
図
書
館
司
書
、
司
書
補
ま
た
は

司
書
教
諭
の
資
格
が
あ
る
方

・
図
書
館
の
勤
務
経
験
が
あ
る
方

・
図
書
館
奉
仕
に
必
要
な
理
解

と
熱
意
が
あ
る
方

〈
選
考
方
法
〉 

・
第
一
次
選
考
…
書
類
審
査

・
第
二
次
選
考

…
第
一
次
選
考
合
格
者
に
よ

る
面
接
審
査

〈
提
出
書
類
〉 

・
応
募
申
込
書（
履
歴
書
） 

　
※
所
定
の
様
式
に
自
筆
記
入

・
司
書
等
の
資
格
証
明
書
の
写
し

・
作
文
（
課
題
「
む
つ
市
立
図
書

館
の
役
割
と
図
書
館
奉
仕
活

動
に
つ
い
て
」）

※
市
販
の
４
０
０
字
詰
め
原
稿

用
紙
（
Ｂ
４
版
）
を
使
用
し
、

必
ず
自
筆
記
入
に
よ
り
、
概

ね
２
～
５
枚
程
度
に
ま
と
め
て

く
だ
さ
い

〈
応
募
申
込
書
配
付
場
所
〉 

市
立
図
書
館
、
市
役
所
本
庁
舎

総
合
案
内
、
各
庁
舎
、
各
公
民
館

※
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
返
信

用
封
筒
（
長
３
封
筒
に
80
円
切
手

を
貼
付
、
宛
名
を
明
記
）を
同
封

の
う
え
、
ご
請
求
く
だ
さ
い

〈
申
込
受
付
期
間
〉 

２
月
20
日（
月
）～
３
月
５
日（
月
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

・
土
曜
・
日
曜
も
受
け
付
け
ま
す

・
受
付
は
市
立
図
書
館
事
務
室

で
行
い
ま
す
。（
蔵
書
点
検
等

で
閉
館
中
の
場
合
は
、
正
面
に
向

か
っ
て
右
側
奥
に
職
員
玄
関
が
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
か
ら
入
館

し
て
く
だ
さ
い
）

・
応
募
申
込
書
等
を
郵
送
す
る

場
合
は
、
封
筒
表
面
に
「
奉
仕

員
応
募
」と
朱
書
き
し
て
く
だ

さ
い（
３
月
５
日
消
印
有
効
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

〒
０
３
５

−

０
０
７
３

む
つ
市
中
央
２

−

３

−

10

市
立
図
書
館
(
28

−

３
５
０
０
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〈
開
設
時
間
〉 

・
平
日

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
７
時

・
土
曜
・
日
曜

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
納
期
限
を
過
ぎ
た
保
育
料
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　
市
で
は
、
２
月
23
日
（
木
）か
ら

29
日（
水
）ま
で
の
期
間
、
平
日
の
窓

口
業
務
に
加
え
、
夜
間
や
休
日
に

窓
口
を
開
設
し
て
、
保
育
料
の
納

付
相
談
を
行
い
ま
す
。
仕
事
等
で

日
中
の
納
付
が
難
し
い
方
は
、
ぜ

ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
納
付
書
を
紛
失
し
た
場

合
は
再
発
行
し
ま
す
の
で
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保
育
料
の

保
育
料
の
お
支
払
い
は
お
済
み
で
す
か
？

２
月
23
日
（
木
）
～
29
日
（
水
）
夜
間
休
日
窓
口
開
設

〈
問
合
せ
先
〉

市
児
童
家
庭
課
保
育
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
５
２
２

　日本赤十字社は、みなさんが社員となって納めてい

ただく社費と寄付金により、世界各国での救援活動を

はじめ、献血事業や医療事業等さまざまな事業を行

なっています。

　2 月は、日本赤十字社の社員増強運動月間です。今

年も町内会の方や赤十字奉仕団を通じて社資の募集を

行いますので、一人でも多くの方々のご協力をお願い

します。

昨年募った日本赤十字社社資の合計は

1,047 万 2,550円（むつ市合計）でした

　ご協力ありがとうございました！

赤十字社員増強運動にご協力を

〈問合せ先〉
日本赤十字社青森県支部むつ市地区事務局
（市児童家庭課内）( 22-1111 内線 2512

納税週間『夜間・休日収納窓口』開設

〈詳しくは〉市税務課収納担当・納税管理担当

納
付
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
の

方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
検
討
く

だ
さ
い
。
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電気自動車を製作します
むつ市電気自動車製作企画連載 第 10 回

〈詳しくは〉市企画調整課エネルギー政策担当( 22-1111内線 2333

次回は、ついに完成発表会の様子をご紹介します！

バッテリー搭載ボックスを装着  ついに駆動テスト実施

ついにタイヤが動いたぞ！

　1月中旬の午後 5時過ぎ、外は真っ暗の中、県立むつ工業高校の

機械加工実習室では、自動車部員および先生方により、ミッション

とモーターの接続やバッテリー搭載ボックス装着等による作業の遅

れを取り戻すべく、急ピッチで製作作業が進められていました。こ

れまで冬休みも返上で作業を続けていたとのことです。前回ご紹介

した改良版バッテリー搭載ボックスは、何とか運転席後方に装着さ

れ、この日はついに駆動テスト実施となりました。

　駆動テストは、まずは交流電源を「直流交流安定化電源」で直流電

源へ変換した低電流で行います。
改良版バッテリー搭載ボッ

クス（写真上右側）を搭載。

駆動テストは、バッテリー

の代わりに直流安定化電源

（写真上左側）を使用する。

イグニッションキーを回し

（写真下）、果たして車輪は

動いてくれるのか・・・！？

家
庭
で
で
き
る
き
れ
い
な
川
づ
く
り

◆
台
所
編

・
食
べ
物
や
飲
み
物
は
必
要
な
分

だ
け
作
り
、
残
り
物
を
出
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
油
は
で
き
る
だ
け
使
い
切
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
（
や
む
を
得
ず
捨

て
る
場
合
、
古
新
聞
等
で
し
み

こ
ま
せ
、
燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
て

捨
て
ま
し
ょ
う
）。

・
食
器
や
鍋
の
汚
れ
は
、
紙
な
ど
で

ふ
き
取
っ
た
り
、
ヘ
ラ
で
か
き

取
っ
て
か
ら
洗
い
ま
し
ょ
う
。

・

水

切

り

ネ
ッ
ト
を

使
い
、
食

べ
残
し
等

を
流
さ
な

い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

・
米
の
と
ぎ
汁
は
、
植
木
の
水
や
り

に
使
い
ま
し
ょ
う
。
良
い
肥
料

に
な
り
ま
す
。

・
植
物
成
分
で
で
き
た
石
け
ん
や

無
リ
ン
洗
剤
を
使
う
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

◆
ト
イ
レ
、
お
風
呂
、
洗
濯
編

・
ト
イ
レ
の
掃
除
は
、
こ
ま
め
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

・
石
け
ん
や
洗
剤
は
、
適
量
を
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

・
お
風
呂
の
残
り
湯
は
、
洗
濯
に

使
い
ま

し
ょ
う

（
衛
生
上

す
す
ぎ

は
水
道

水
で
）。

◆
そ
の
他

・
下
水
道
接
続
地
域
は
、
下
水

道
へ
接
続
し
ま
し
ょ
う
。

　
普
段
、
私
た
ち
が
何
気
な
く
使
用
し
て
い
る
「
水
」。
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
し
て
、
飲
み

水
な
ど
の
生
活
用
水
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
な
ど
に
利
用
さ
れ
、
私
た
ち
の
生
活
や
地
域
産
業
を
支
え
て
く

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
生
活
が
豊
か
に
な
っ
た
今
、
た
く
さ
ん
の
水
を
使
う
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
た
く

さ
ん
の
汚
水
を
排
出
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
お
い
て
排
出
さ
れ
る
生
活
排
水
が
、
川
の
汚
れ
の
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。
生
活
排
水
を
少
し
で
も
な
く
す
る
た
め
に
、ご
家
庭
で
も
ち
ょ
っ
と
し
た
取
り
組
み
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

川内川河口付近

〈
詳
し
く
は
〉

市
環
境
政
策
課
環
境
衛
生
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
４
５
２

後輪が動き出

した瞬間（写真

下）とそれを見

守る自動車部

員と先生方（写

真右）

むつ工生徒研究発表会で電気自動車製作について発表
　1月20日（金）、県立むつ工業高校において「生徒研究発表会」が開催されました。学科毎に取り組ん

でいる課題研究の一環として電気自動車製作に参加している同校

電子機械科 3年生の川端竜也君、金澤祥吾君、石田涼一郎君の 3

名が発表しました。

　当日は、スペース等の都合上、実車をステージに展示すること

はできませんでしたが、全校生徒を前に、プロジェクターを活用

しながらこれまでの製作過程や苦労した点などについて発表しま

した。

　彼らは卒業まであとわずかとなりましたが、年度内の完成に向

け、懸命に取り組んでくれることを期待しています！

　無事タイヤは動いてくれるの

か・・・。一同が固唾を呑む中、調

整と駆動テストが繰り返される。幾

度かの失敗の末、ついに・・・！

　低電流のためゆっくりとではあり

ますが、ジャッキアップされた車両

の後輪がするすると回転！　一同

ほっと胸をなで下ろした瞬間でした。

　電子科の太田哲先生によると、「今

後は、電圧を上げた同様の試験やウィ

ンカー、ライト類といった電装品の

取り付けと作動確認を行なった後、

生徒研究発表会で発表する

電子機械科のみなさん

バッテリーを搭載して接続したい」と話していました。

　いよいよ完成間近！　続報にご期待ください！

City Information （２０１２年・第７６０号） City Information（２０１２年・第７６０号）

むつ市一般廃棄物処理基本計画（案）パブリックコメント実施中
　市では、「むつ市一般廃棄物処理基本計画」について、今年度中の計画策定を目指し作業を進めていますが、

このたび計画（案）がまとまり、今月より市ホームページおよび市環境政策課、各庁舎市民福祉課において

公開しています。

　市民のみなさまの生活に密接に関係する、ごみ処理にかかる中・長期的な計画に、市民のみなさまの声

を反映させるため、この計画（案）に対するパブリックコメントを実施し、次のとおりみなさまからのご意見

を広く募集します。

〈ご意見・ご提案の応募方法〉 

住所、氏名、職業、電話番号、ご意見・ご提案をご

記入のうえ、郵送、ＦＡＸ、電子メールまたは持参に

よりご提出ください（必要な事項が記入されていれば、

どのような形式でも構いません）。

〈応募締切〉 2 月 22 日（水）必着

『一般廃棄物処理基本計画』とは？

　「廃棄物の処理および清掃に関する法律」第 6 条の

規定により市町村に義務づけられている、概ね今後

10 年間の一般廃棄物の処理に関する基本的な事項・

施策について定める基本計画です。

〈問合せ・応募先〉
市環境政策課廃棄物対策担当

〒035-8686 むつ市中央1-8-1　( 22-1111内線 2462　   22-5825
+ mt-haiki04@city.mutsu.lg.jp　市ホームページ: http://www.city.mutsu.lg.jp/
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むつ市
情報ポケット
in fo rmat ion

むつ市役所

0175-22-1111

+  info@city.mutsu.lg.jp

お
知
ら
せ

各
種
催
し
・
講
座 

等

 

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
平
成
23
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告

〈
受
付
お
よ
び
作
成
指
導
〉

　
２
月
16
日（
木
）
～
３
月
15
日（
木
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
土
曜
・
日
曜
を
除
く

※
申
告
書
の
作
成
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp

）

の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」を
利
用
す
る
と
便
利
で
す

　「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」は
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て

金
額
等
を
入
力
す
れ
ば
、
税
額
等

が
自
動
計
算
さ
れ
、
所
得
税
や
消

費
税
の
確
定
申
告
書
な
ど
を
作
成

で
き
る
便
利
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。
ま

た
、
作
成
し
た
デ
ー
タ
は
印
刷
し

て
書
面
で
提
出
で
き
る
他
、「
ｅ
ー

Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス

テ
ム
）」
を
利
用
し
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
自
宅
や
事
務
所
な
ど
か

ら
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
申
告
書
の
作
成
・
提
出
は
、
さ

ら
に
便
利
で
使
い
や
す
く
な
っ
た

ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
を
お
勧
め
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（w

w
w

.e-tax.nta.go
.jp

）を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

○
所
得
税
の
還
付
申
告
受
付

　

給
与
所
得
者
で
確
定
申
告
の
必

要
が
な
い
方
で
も
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
し
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た

税
金
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る

場
合
に
は
、
還
付
を
受
け
る
た
め

の
申
告
（
還
付
申
告
）に
よ
り
税
金
が

還
付
さ
れ
ま
す
。

・
災
害
や
盗
難
な
ど
に
よ
り
、
住

宅
や
家
財
な
ど
の
資
産
に
受
け

た
損
害
な
ど
に
つ
い
て
雑
損
控

除
を
受
け
る
場
合

※
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受

け
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
雑
損

控
除
の
特
例
等
の
税
制
上
の
措

置
が
あ
り
ま
す
の
で
、
最
寄
の
税

務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い

・
病
気
や
け
が
な
ど
で
支
払
っ
た
多

額
の
医
療
費
に
つ
い
て
医
療
費

控
除
を
受
け
る
場
合

・
家
屋
を
住
宅
借
入
金
等
で
新
築

や
購
入
、
増
改
築
等
を
し
て
、（
特

定
増
改
築
等
）
住
宅
借
入
金
特
別

控
除
を
受
け
る
場
合 

な
ど

　

給
与
所
得
者
な
ど
の
還
付
申
告

は
、
２
月
15
日
（
水
）以
前
で
も
提

むつ市情報ポケット

各 種 相 談 日 程

法律相談 市秘書広聴課(22-1111内線2152

  3月23日（金）
場所は市民相談室。予約制です。相談の際

はできるだけ関係書類を持参してください。

法律相談 青森県弁護士会(017-777-7285

毎月第１・２金曜日 場所はむつ商工会議所。料金は5,000円、

予約制です。（扶助制度があります。）13:00 〜 16:00

行政相談 市秘書広聴課(22-1111内線2152

  3月 19日（月）場所は市民相談室。行政が行う仕事につ

いての各種相談を受けます。10:00 〜 15:00

行政相談 大畑庁舎管理課(34-2111

  3月  9日（金） 場所は大畑庁舎 2 階第 2 会議室。行政が

行う仕事についての各種相談を受けます。9:00 〜 12:00

人権相談 青森地方法務局むつ支局(23-3202

土・日・祝日を除く毎日 場所は下北合同庁舎 2 階相談室。家族間や近隣関係

のこと、学校や職場内のことなどの相談を受けます。8:30 〜 17:15

心配ごと・結婚相談 むつ市社会福祉協議会相談所専用電話(22-2731

月〜水・金曜日 場所は社会福祉協議会（市役所本庁舎

内）。祝日および木曜日は休み。10:00 〜 15:00

教育相談 相談専用電話(22-0974

土・日・祝日を除く毎日 場所は教育研修センター。予約制です。中学

生までの教育に関する相談に応じています。9:00 〜 16:00

こころの健康相談 下北地域県民局地域健康福祉部（むつ保健所）(24-1231

毎月 1回 場所は地域健康福祉部（むつ保健所）。予約制です。

心の悩み、心の病気、認知症等の相談を随時受けます。お問い合わせください

女性の健康相談 下北地域県民局地域健康福祉部（むつ保健所）(24-1231

  3月15日（木） 場所は地域健康福祉部（むつ保健所）。予約不要。

女性の心身の健康に関する相談に応じます。10:00 〜 12:00

暮らしとお金の安心相談会 消費者信用生活協同組合青森相談センター(017-752-6755

第3水曜日 場所は市役所本庁舎市民相談室。予約制です。

暮らしやお金の悩みについての相談を受けます。10:00 〜 16:00

消費生活相談 むつ市消費生活センター(22-1353

土・日・祝日を除く毎日

  9:00 〜 12:00
13:00 〜 15:30

場所は市役所本庁舎商工観光課内。契約や

悪質商法、多重債務などの相談を受けます。

・
第
３
、
第
４
水
曜
日

午
前
８
時
～
８
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉

む
つ
総
合
病
院 

糖
尿
病
外
来
待
合

〈
ど
ん
な
〉

・「
フ
ッ
ト
ケ
ア
」あ
な
た
の
足
は
大

丈
夫
？

・「
血
糖
値
を
下
げ
る
」以
外
の
お
薬

に
つ
い
て

・
糖
尿
病
の
検
査
に
つ
い
て

・
ア
ル
コ
ー
ル
に
つ
い
て

・
気
を
つ
け
よ
う
日
常
生
活
習
慣

※
毎
月
第
３
、
第
４
水
曜
日
は
、
弘
前

大
学
医
学
部
附
属
病
院
糖
尿
病
専
門

医
に
よ
る「
糖
尿
病
教
室
」で
す

〈
対
象
〉

糖
尿
病
の
方
や
そ
の
ご
家
族
、
糖

尿
病
に
つ
い
て
知
り
た
い
方

〈
問
合
せ
先
〉

む
つ
総
合
病
院 

医
療
連
携
室

 
(
22

−

２
１
１
１
内
線
３
３
５
３

 

む
つ
科
学
技
術
館
だ
よ
り

【
２
・
３
月
シ
ア
タ
ー
上
映
】

〈
い
つ
・
ど
ん
な
〉

①
午
前
10
時
～
③
午
後
３
時
～

世
界
絵
本
箱
シ
リ
ー
ズ
「
ス
イ
ミ
ー

（
他
４
本
）」（
30
分
）

②
正
午
～
「
清
酒
の
ル
ー
ツ
復
活
」

（
35
分
）

※
内
容
は
変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

【
２
・
３
月
工
作
教
室
】

〈
い
つ
〉土
曜
・
日
曜
・
祝
日

※
予
約
や
参
加
費
不
要
、
時
間
等
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

〈
ど
ん
な
〉「
ビ
ー
ズ
で
つ
く
ろ
う
！
」

→次のページへ続く

出
で
き
ま
す
。
ま
た
、
還
付
金
の

受
け
取
り
は
、
銀
行
な
ど
の
預
貯

金
口
座
へ
の
振
込
が
便
利
で
す
。

〈
問
合
せ
先
〉

む
つ
税
務
署 

(
22

−

３
２
９
４

 

ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
か
ら
の

 　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

○
健
康
発
信
地
！
「
体
力
測
定
会
」

〈
い
つ
〉２
月
11
日（
土
）
～
26
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
８
時

〈
ど
ん
な
〉簡
単
な
９
種
目
の
測
定

〈
参
加
費
〉３
０
０
円

※
測
定
後
ジ
ム
ま
た
は
プ
ー
ル
２
時
間

利
用
可

○「
す
っ
き
り
健
康
教
室
」

〈
い
つ
〉２
月
25
日（
土
）

午
後
１
時
～
２
時
30
分

〈
ど
ん
な
〉

体
組
成
分
析
、
姿
勢
改
善
体
操

〈
参
加
費
〉３
０
０
円（
要
予
約
）

○「
カ
ラ
ダ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室
」

〈
い
つ
〉３
月
７
日
～
毎
週
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

〈
ど
ん
な
〉

骨
盤
ダ
イ
エ
ッ
ト
、
ボ
ー
ル
で
シ
ェ

イ
プ
、
柔
軟
性
向
上 
ほ
か

〈
定
員
〉10
名（
要
予
約
）

〈
参
加
費
〉５
０
０
円

☆
３
教
室
共
通

〈
ど
こ
で
〉ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク

〈
対
象
〉18
歳
以
上
の
方（
高
校
生
除
く
）

〈
準
備
す
る
も
の
〉

内
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
運

動
着

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

　
む
つ
市
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク

(
28

−

４
３
４
１

 

ま
ち
の
駅 

七
福 

ホ
ッ
ト
情
報

〈
ど
ん
な
〉

青
森
県
立
保
健
大
学
の
最
近
の
取

り
組
み
な
ら
び
に
学
生
生
活
等
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
名
づ
け
て
「
活

彩
！
保
健
大
学
だ
よ
り
」

〈
い
つ
〉２
月
14
日（
火
）
～
28
日（
火
）

午
前
10
時
～
午
後
６
時

※
土
曜
、
日
曜
も
営
業

〈
ど
こ
で
〉ま
ち
の
駅
七
福

〈
問
合
せ
先
〉

　
ま
ち
の
駅 

七
福   

(
31

−

０
２
２
０

　
青
森
県
立
保
健
大
学 

中
村

(
０
１
７

−

７
６
５

−

２
１
４
１

 

「
下
北
検
定
」実
施
！

　

下
北
の
こ
と
を
ど
れ
だ
け
知
っ
て

い
る
か
、
あ
な
た
の
「
下
北
人
度
」を

試
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

〈
い
つ
〉２
月
18
日（
土
）

午
前
11
時
～
11
時
40
分

※
午
前
10
時
30
分
受
付
開
始

〈
ど
こ
で
〉

下
北
会
場
…
下
北
文
化
会
館

東
京
会
場

…
下
北
沢
一
番
街
商
店
街
振
興
組

合
事
務
所
２
階

〈
ど
ん
な
〉

「
し
も
き
た
～
豊
か
さ
を
求
め
て

～
」（
北
の
パ
イ
オ
ニ
ア
発
行
）、「
ぐ

る
り
ん
し
も
き
た
（
青
森
県
下
北
半

島
旅
ガ
イ
ド
）」（
各
市
町
村
役
場
、
観

光
施
設
等
に
配
置
）
か
ら
下
北
の
歴

史
、
自
然
、
文
化
な
ど
を
題
材
に

し
て
50
問
を
出
題
し
ま
す
。

〈
定
員
〉い
ず
れ
も
先
着
順

下
北
会
場
…
１
０
０
名

東
京
会
場
…
15
名

〈
参
加
費
〉無
料

〈
申
込
方
法
〉

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
、
受
験
会
場
を
明
記
）で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

下
北
地
域
県
民
局
地
域
支
援
室

 

(
22

−

１
１
９
５

  

22

−

１
１
７
６

 

青
森
原
燃
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

 　

出
前
講
座
in
む
つ
市 

開
催

「
走
る
！
踊
る
！
ロ
ボ
ッ
ト
作
り
体

験
～
タ
ワ
シ
で
動
く
ロ
ボ
ッ
ト
を

作
ろ
う
！
～
」

〈
ど
ん
な
〉

タ
ワ
シ
と
モ
ー
タ
ー
で
動
き
周
る

「
タ
ワ
ッ
ち
君
」
作
り
に
挑
戦
！

〈
講
師
〉お
楽
し
み
科
学
実
験
出
前
屋

萠
出 

浩 

氏

〈
い
つ
〉２
月
18
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

〈
ど
こ
で
〉市
中
央
公
民
館

〈
ど
こ
で
〉市
民
体
育
館

〈
対
象
〉

社
会
人
ま
た
は
社
会
人
で
定
時
制

の
高
校
や
大
学
に
通
う
方

〈
参
加
費
〉１
チ
ー
ム
３
、０
０
０
円

※
個
人
参
加
者
は
１
、０
０
０
円

　
※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

〈
問
合
せ
先
〉

木
曜
ク
ラ
ブ 

会
長 

川
西
宏
樹

 

(
22

−
２
１
７
６（
午
後
５
時
迄
）

(
０
９
０

−

３
７
５
４

−

６
５
４
０

 

22

−

２
１
７
７

高
森
義
信

(
24

−

５
４
８
０（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

 

糖
尿
病
ミ
ニ
教
室
開
催

〈
い
つ
〉３
月
ま
で
の

・
第
１
、
第
２
、
第
５
水
曜
日

午
前
８
時
～
８
時
15
分

〈
対
象
・
定
員
〉小
学
生
・
20
名（
先
着
順
）

〈
参
加
費
〉１
人
３
０
０
円（
材
料
費
）

〈
申
込
方
法
〉

１
月
16
日
（
月
）受
付
開
始
（
平
日
午
前

８
時
40
分
～
午
後
５
時
）。
お
電
話
に
て
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

青
森
原
燃
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

研
修
部 

佐
々
木

(
63

−

４
６
７
１

 

63

−

４
６
８
１

 

む
つ
来
さ
ま
い
館
だ
よ
り

○
か
さ
ま
い
か
ふ
ぇ
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
３

〜
下
北
の
特
産
品
を
使
っ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
ス
イ
ー
ツ
の
実
演
試
食
会
〜

〈
い
つ
〉2
月
25
日（
土
）

午
後
２
時
～
４
時

〈
ど
こ
で
〉む
つ
来
さ
ま
い
館 

〈
メ
ニ
ュ
ー
〉

下
北
産
ベ
リ
ー
と
下
北
ワ
イ
ン
を

使
用
し
た
ス
イ
ー
ツ

〈
講
師
〉 （
有
）ア
ン
ジ
ェ
リ
ッ
ク

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ 

一
戸 

康
彦 

氏

〈
料
金
・
定
員
〉５
０
０
円
・
50
名

〈
試
食
会
チ
ケ
ッ
ト
〉

２
月
15
日（
水
）販
売
開
始

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

〈
い
つ
〉2
月
18
日（
土
）

午
前
９
時
～
午
後
２
時

〈
ど
こ
で
〉む
つ
来
さ
ま
い
館

〈
料
金
〉１
区
画
１
、０
０
０
円

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

　
む
つ
来
さ
ま
い
館
(
33

−

８
１
９
１

 

第
29
回 

木
曜
ク
ラ
ブ
杯
争
奪

 　
　

 

卓
球
大
会
出
場
者
募
集

〈
い
つ
〉２
月
19
日（
日
）午
前
９
時
～



( 1 6 )( 1 7 )

B C G ◎平成 19 年 4 月 2 日～ 21 年 2 月生まれ

実施日 実施場所・受付時間

3 月 7 日（水） 下北文化会館 12:45 ～ 13:00

3 月 22 日（木） 下北文化会館 13:15 ～ 13:30

三 種 混 合 ◎ 3 か月 ～ 7 才 6 か月未満

実施日 実施場所・受付時間

3 月 8 日（木） ※脇野沢診療所 13:00 ～ 13:20

3 月 21 日（水） ※大畑診療所 14:45 ～ 15:00

3 月 22 日（木） ※川内診療所 13:30 ～ 13:50

3 月 23 日（金）

菊池医院 13:30 ～ 14:30

ちばクリニック 14:00 ～ 15:00

（接種時間 14:00 ～ 15:30）

どんぐりこどもクリニック 14:00 ～ 15:00

〜 これからの予防接種日程 〜

麻しん風しん
◎ 1 才 ～ 2 才未満
◎年長児（平成17 年 4月2日～18 年 4月1日生まれ）

実施日 実施場所・受付時間

3 月 2 日（金）

菊池医院 13:30 ～ 14:30

ちばクリニック 14:00 ～ 15:00

（接種時間 14:00 ～ 15:30）

どんぐりこどもクリニック 14:00 ～ 15:00

3 月 7 日（水） ※大畑診療所 14:45 ～ 15:00

3 月 14 日（水） ※脇野沢診療所 13:00 ～ 13:20

3 月 15 日（木） ※川内診療所 13:30 ～ 13:50

 ※川内診療所・大畑診療所・脇野沢診療所は、
10 日前までに各庁舎市民福祉課へ予約が必要です

赤ちゃん教室（アレルギー） むつ地区

3月14日（水） 平成 23 年 6 月～ 11 月生まれの乳児

14:10 〜 14:20 下北文化会館集会娯楽室

離乳食教室 むつ地区

3月14日（水） 平成 23 年 10 月および 11 月生まれの乳児

10:00 〜 10:10 下北文化会館集会娯楽室

離乳食教室・赤ちゃん相談 川内・脇野沢地区

3月 7日（水） 平成 23 年 3 月～ 11 月生まれの乳児

10:00 〜 10:10 川内庁舎

離乳食教室・赤ちゃん相談 大畑地区

3月 9日（金） 平成 23 年 6 月～ 11 月生まれの乳児

10:00 〜 10:10 ふれあいかん

10か月才児健康診査 むつ地区

3月16日（金） 平成 23 年 5 月生まれの乳児

12:50 〜 13:00 下北文化会館

1才 6か月児健康診査 むつ地区

3月 6日（火） 平成 22 年 8 月生まれの幼児

12:50 〜 13:00 下北文化会館

2才児健康診査 むつ地区

3月 8日（木） 平成 21 年 9 月生まれの幼児

12:50 〜 13:00 下北文化会館

3才児健康診査 むつ地区

3月 1日（木） 平成 20 年 9 月生まれの幼児

12:00 〜 12:20 下北文化会館

健康なんでも相談 全地区

毎週月〜金曜日 保健師や栄養士がご相談をお受けします

 8:30 〜 17:15 市健康推進課 ※祝日、年末年始を除く

健康教室・健康相談・健康診査 お元気ですか！
保健コーナー

〈詳しくは〉 市健康推進課　　　　　　　    (22-1111
 川内庁舎市民福祉課　　　　　(42-2111
 大畑庁舎市民福祉課　　　　　(34-2111
 脇野沢庁舎市民福祉課　　　　(44-2111

 むつ市老人クラブ連合会

「生きがいサークル」3 月の日程

　はじめて参加される方はあらかじめご連絡ください。

　なお、お花と手芸は材料費が必要です。

◆ 老人憩いの家 『禄寿荘』（新　町）(23-5800

お 花 教 室 ……… １日（木）・１５日（木）
手 芸 教 室 ……… ６日（火）・１３日（火）
詩 吟 教 室 ……… ２日（金）・１６日（金）
踊 り 教 室 ……… １４日（水）・２８日（水）
お 茶 教 室 ……… ８日（木）・２２日（木）
習 字 教 室 ……… ９日（金）
コ ー ラ ス 教 室 ……… １２日（月）・２３日（金）
ダ ン ス 教 室 ……… １４日（水）・２８日（水）
カ ラ オ ケ 教 室 ……… １２日（月）・２６日（月）
囲碁・将棋教室 ……… ６日（火）・１３日（火）
着 付 教 室 ……… ７日（水）・２１日（水）

〈時間〉 ダンス教室は午後 1 時～ 3 時、

　　　カラオケ・囲碁・将棋教室は午後 1 時～ 4 時、

　　　その他の教室は午前 10 時～正午

◆ 老人憩いの家 『福寿荘』（川守町）(29-1800

詩 吟 教 室 ……… ６日（火）
日 舞 教 室 ……… ５日（月）・１９日（月）
着 付 教 室 ……… １３日（火）・２７日（火）
唱 歌 教 室 ……… ２日（金）・１６日（金）
カ ラ オ ケ 教 室 ……… ８日（木）・２２日（木）

〈時間〉 カラオケ教室は午後 1 時～ 4 時、その他の教室 は

　　　  午前 10 時～正午
※各教室とも新しく会員を募集しています。「禄寿荘」、「福寿荘」

または各単位老人クラブ会長までお問い合わせください。

日 本 脳 炎 ◎ 3 か月 ～ 6 か月未満

実施日 実施場所・受付時間

3 月 9 日（金） 下北文化会館 13:15 ～ 13:40

3 月 13 日（火） 下北文化会館 13:15 ～ 13:40

3 月 15 日（木） 下北文化会館 13:15 ～ 13:40

各地区放送内容の確認はこちらへ！（自動音声）

むつ地区 ( 22-7400 川内地区 ( 42-3741

大畑地区 ( 34-3000 脇野沢地区 ( 44-3741
※平日の午前 8 時 30 分〜午後 5 時 15 分の間に更新してい

ます。

〈詳しくは〉市秘書広聴課( 22-1111内線 2152

防災行政用無線情報テレフォンガイド
( 電話で放送内容を確認できます(  
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ある日、どこかで… 

12 月 14 日（水）／ 橋本春治氏 林野庁長官賞受賞を報告

　11月 22日（火）に東京都で行われた、森林の適正管理や経営の改善などに努める森林

経営者を表彰する、第50回農林水産祭の「全国林業経営推奨行事」において、市内在住

の機械販売店経営橋本春治さんが林野庁長官賞を受賞されました。この日、市役所本庁

舎を訪れ、宮下市長へ報告を行いました。橋本さんは約60年にわたり、本業の傍ら、所

有する下北地域の山林に植林および管理を続けており、現在所有する山林は約200ヘク

タールにも及ぶとのこと。いつまでも健康で植林を続けていただきたいと思います。

　受賞おめでとうございました。

　川内公民館において、川内町婦人団体連絡協議会会長の中島慶子さんを講師に招き、

川内町に伝わる郷土料理「品川汁」の手作り体験（味噌仕込編）を開催しました。

　煮た大豆を昔ながらのミキサーを使い、潰してミンチ

状にし、それをいったんシートの上に広げ、冷ました後に

糀と塩を混ぜ、丸めた大豆を空気が味噌の中に残らない

よう桶の中に隙間なく仕込みをしました。

　今回、手作り体験に参加した中学生 6名と小学生 5名

は、仕込み経験があるためか結構手慣れた手つきで行なっ

ていました。

　この日みなで仕込んだ味噌は、3月中旬頃に完成する予

定で、完成後に再度集まり「品川汁」を作る予定です。

　最後に講師である中島慶子さんは参加者に対し、「もし

作る機会があったら、もう一度挑戦してみてください」と

話していました。

　3月中旬まで楽しみですね！

　今年で 21回目を迎える大畑観光協会主催の年始恒例行事、「大畑どんど焼き」が大畑

漁港東側砂場で開催され、今年1年の無病息災、五穀豊穣、大漁祈願、交通安全等を祈

願しました。

　会場には主に大畑地区の方々が集まり、手を合わせて拝み、所定の場所にしめ縄やし

め飾り等を納め、午前10時から厳かに祈祷が取り仕切られました。

　多くの方々が持ち寄った山のように積まれた門松やし

め縄等に点火されると、どんどんと燃え広がりました。会

場テント付近では、寒空に湯気が上がる鍋におでんや甘酒が用意され、会場に訪れた人々

へ振る舞われました。

　訪れた人々は、炎が立ち上るとどんど焼きの周辺に集い甘酒を飲みながら、しばらく

の間燃え盛る炎を感じ、昨年の出来事を心の片隅に思い、良い年になるように願ってい

ました。

12 月 26 日（月）／ 「品川汁」手作り体験（その壱・味噌仕込編）

1 月 11 日（水）／ 大畑どんど焼き

1 月 14 日（土）／ 「わきのさわ朝市」開催

　脇野沢地区の各種団体により組織されている「鯛島塾む

らおこし会議」が、地域の活性化と地域づくりの推進を目

的に開催している「わきのさわ朝市」ですが、今回は脇野沢

の冬の特産品である「鱈」をメインにして開催されました。

　当日は、低気圧の影響により大変寒い1日でしたが、

会場の脇野沢村漁業協同組合荷捌所には、午前10時開

場の1時間も前から「わきのさわのうまいもの」を目当て

に大勢の人が訪れました。用意された160本の鱈をはじ

めとした特産品販売に加え、温かい鱈汁と、一杯100円

で販売されたイノシシ鍋で冷えた体を温め「わきのさわの

うまい」を満喫していました。

　続いて行われた抽選会も、鱈やホタテ、クロソイなどの豪

華賞品が用意され、会場は今年も大いに賑わっていました。

　63年前のこの日、法隆寺金堂壁画が焼損したことを契機に、毎年1月26日を「文化財

防火デー」と定め、全国的に文化財防火運動を実施しています。

　市内でも、田名部町常念寺、川内八幡宮、九艘泊船小屋休憩所の3カ所で火災防ぎょ

訓練が実施されました。常念寺では、保管されている国

指定重要文化財「木造阿弥陀如来坐像」の搬出訓練や横迎

町保育所幼年消防クラブによる防火の呼び掛け、市民の

みなさまを対象とした消防署員による防火・防災に関す

る講話が行われ、参加者は防火に対する意識を高めてい

ました。

1 月 26 日（木）／ 文化財防火デー  防火運動実施　むつ地区の高校生を中心とした日本ボーイスカウト・ベンチャースカウトたちがこの

日、マエダ本店において東日本大震災による被災者支援のための募金活動を行いました。

　震災により多くの尊い命が奪われ、また、その中には同じスカウト活動をしている仲

間も多数含まれている事をニュース等で知り、「自分たちに何かできる事はないか」と話

し合いを重ねた結果、継続して何か手助けをしたいとい

う思いから実施することとなりました。

　募金箱やポスター等の作成も自分たちで行い、当日は

寒さに負けず懸命に呼びかけました。

　みなさまから頂いた募金は1月12日に、ＡＢＣこども支援募金へ送金されました。

　募金活動にご協力をいただいたみなさまに対し、心より感謝申し上げます。ベンチャー

隊はこれからも活動を続けてまいりますので、何とぞご支援をお願いします。

1 月 9 日（月）／ むつ地区ボーイスカウト・ベンチャースカウトが募金活動実施
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総人口 63,751人（－ 38人） 総世帯数 29,223 世帯（－12世帯）

むつ地区 48,991人（＋    2 人） 川内地区 4,721人（−  14人）

大畑地区 8,048人（−  17人） 脇野沢地区 1,991人（−   9人）
（　 ）内は前月比

むつ市の人口・世帯数 （ 2 月1日現在） ※住民基本台帳による

　昨年11月 8日に開催された「むつ市こども議会」で可決された「姉妹都市会津若松市子ども派遣交流事業」

が、12月16日（金）から18日（日）までの2泊 3日の日程で実施され、市内の中学生 20名が会津の地へ派遣

されました。彼らの任務は「姉妹都市会津若松市の歴史・文化やむつ市とのつながりを学び、姉妹都市の役

割を深く理解すること」です。

　こちらでは、その派遣の様子を出発前に行われた結団式や報告会等とあわせてご紹介します。

市内中学生が姉妹都市会津若松市へ
「むつ市こども議会」可決を受け昨年 12月に派遣

　当日午前 8時 50 分、市役所本庁舎を出発し、バスと

鉄路を乗り継ぎ会津若松市へ。会津若松市では、飯盛山、

鶴ヶ城、武家屋敷などの視察や室井会津若松市長への表

敬訪問、会津若松市の中学生との意見交換会などが行わ

れました。
→

　出発に先立ち、12月1日に市役所本庁舎で行われた結

団式では、遠島教育長より一人ひとりに任命書が伝達さ

れました。その後、事前研修として、宮下市長より「会津

藩と斗南藩との歴史的なつながり」について講話が行われ

ました。　　　　　　　　 →

　1月12日には、派遣を通じて学んだ事などについての

報告会が市役所本庁舎で行われました。報告は、視察先

毎に 6つの班に分かれてまとめ上げられ、宮下市長や保

護者らへ発表しました。

【発表内容抜粋】

・実際に訪れ、人と触れ合

うことで深い知識を身

につけることができた。

・愛される市になるため

には自分の市を愛する

ことが大切であると感じた。

・会津の歴史や文化の深さを感じた。「一期一会」の経験

を今後も大切にしていきたい。

・両市の交流に興味を持ってもらうために、両市のかるた

を作成し、合同でかるた

大会を開催してはどうか。

・会津の人は、自らの地

を誇りに思っており、ま

た、故郷を本当に愛して

いると感じた。

　急な訪問にもかかわらず、会津

の方々は私たちにやさしく丁寧に

案内等をしてくださいました。ま

た、交流を通じて彼らの故郷を愛

する気持ちを強く感じました。自分も彼らを見習っ

ていきたいと思いました。

派遣団代表
田名部中3年 波岡 啓太 君
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